
TRAUM CUP東日本 2026  in  SUMMER  U-22 研修会 参加報告 

中国地域派遣審判員（鳥取県）  生田 賢太郎 

 

■開催日：2026年 8月 24日（月）～2026年 8月 27日（木） 

■会場：茨城県 鹿島市 鹿島ハイツスポーツプラザ 

■担当試合・研修内容 

 8月 25日（火） 

  午前中：新競技規則についての講義受講 

      プラクティカルトーニング（スローイン 5秒、ゴールキック 10秒） 

  午後： 

○ 副審  九州産業大学 1961 VS びわこ成蹊スポーツ大学 

   〈振り返り〉 

    ・オフサイドのフラッグアップのタイミングを考えながら行った。 

    ・最終ラインがズレないよう気をつけしっかり見極めることができた。 

   夜：各試合についての講義、ミーティング 

  

8月 26日（水） 

○ 主審  中央大学 VS 流通経済大学 

〈振り返り〉 

 反省点 …… 手を使ったファールの基準にバラツキがでてしまった。 

             幅をあまり取ることができず死角ができていた。 

 良かった点 …… スピードや強度が高い試合だったが最後まで走りきることができた。 

 

○ 副審  中央大学 VS 九州産業大学 1961 

 〈振り返り〉 

   ・スピード感がある中で最終ラインを合わせることを意識してしっかり走りきることができた。 

  夜：各試合についての講義、ミーティング 

 

8月 27日（木） 

○ 主審  立教大学 VS びわこ成蹊スポーツ大学 

 〈振り返り〉 

   ・昨日の反省点をふまえ、ファールの基準に注意しながら行いブレがなかった。 

   ・選手ともしっかりとコミュニケーションをとり、ファールについて理解してもらえるレフェリング

だった。 

  ・90分通して良いスプリントができた。 

      



■大会全体の振り返り（○＝できた、×＝課題） 

 ○しっかりとしたスプリントができた。 

 ×主審の際の幅の取り方 

 △ファールの基準 

 

■最後に 

 この度は、貴重な研修の機会に推薦頂き中国サッカー協会、鳥取県サッカー協会の皆様に心より 

感謝申し上げます。大学生の試合だったので、普段担当している高校生や社会人よりもスピードや 

強度が高く、学ぶことが多い有意義な研修になりました。 

期間中、各地域から集まった審判員の方々やインストラクターの方々と積極的にコミュニケーショ

ンをとることでレフェリングに対する意見やアドバイスを沢山頂くことができました。また、off the 

pitchの部分でも年上の方々から学ぶことが多くあったと感じています。 

この研修で得ることができた新たな視点や考え方、技術を今後の審判活動に活かしていけるよう

引き続き精進したいと思います。今後も鳥取県を始め、中国地域のサッカー界に貢献できるよう、審

判員として更なる成長を目指し人間性を高め、技術の取得に努めていきますので引き続きご指導

お願いします。 

 あらためて、この場をお借りして中国サッカー協会の皆様、鳥取県サッカー協会の皆様、関わって

下さった指導者、インストラクターの皆様に心から感謝申し上げます。 

  

     


